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策
を
垂
れ
流
す
だ
け
で
、
市
民
の

声
や
地
域
の
特
性
に
沿
っ
た
政
策

を
考
え
る
こ
と
を
や
ら
な
い
。
地

方
自
治
な
ん
て
口
先
だ
け
だ
」
な

ど
の
声
は
、
新
自
由
主
義
改
革
の

名
に
よ
る
「
住
民
本
位
」
や
「
住

民
自
治
」
理
念
の
劣
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
の
証
左
で
す
。
人
事
評

価
制
度
や
成
績
主
義
賃
金
に
よ
る

正
規
職
員
間
の
分
断
、
正
職
員
と

非
正
規
や
委
託
労
働
者
、
指
定
管

理
職
場
労
働
者
と
の
格
差
と
分
断

な
ど
、「
団
結
と
連
帯
の
力
で
み

ん
な
で
よ
く
な
ろ
う
」
と
い
う
労

働
組
合
の
力
が
発
揮
し
づ
ら
く
な

っ
て
い
ま
す
。
経
済
財
政
諮
問
会

議
な
ど
で
財
界
・
大
企
業
の
代
表

や
御
用
学
者
な
ど
が
競
争
と
自
己

責
任
の
民
間
企
業
の
論
理
を
す
べ

て
の
政
策
の
柱
に
す
る
こ
と
を
進

言
し
政
府
は
こ
れ
を
忠
実
に
実
行

す
る
と
い
う
企
業
万
能
論
の
社
会

運
営
が
長
期
に
わ
た
っ
て
続
い
て

き
ま
し
た
。

●
コ
ロ
ナ
が
、
新
自
由
主
義
政
策

の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
…

　

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
新

自
由
主
義
政
策
の
弊
害
を
国
民
の

実
体
験
と
し
て
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
保
健
所
や
感
染
症
専
用
病
床

を
大
幅
に
減
ら
し
、
保
健
師
な
ど

の
公
衆
衛
生
職
員
も
削
減
し
て
き

ま
し
た
。
保
健
所
機
能
の
大
幅
な

縮
減
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
陽
性
者
の

ケ
ア
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
た
の
で
す
。
新
自
由
主
義
改
革

は
、
目
先
の
効
率
と
利
益
を
最
優

先
し
、
す
べ
て
の
資
源
を
資
本
の

国
際
競
争
に
つ
ぎ
込
む
政
策
で

す
。
目
の
前
の
最
大
利
潤
を
追
求

す
る
企
業
の
論
理
は
、
社
会
の
リ

ス
ク
に
備
え
て
の
投
資
を
嫌
い
ま

す
。
人
権
保
障
と
社
会
の
持
続
性

に
責
任
を
持
つ
べ
き
公
共
が
規
制

緩
和
や
企
業
万
能
主
義
に
よ
り
本

来
の
機
能
を
発
揮
で
き
な
く
な
っ

て
い
た
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の

国
民
が
何
よ
り
も
大
切
に
さ
れ
る

社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
公

共
の
復
権
」
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。国
民
の
た
め
に
働
く
公
務
員
、

住
民
の
幸
せ
の
た
め
に
働
く
自
治

体
労
働
者
の
存
在
こ
そ
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

●
最
後
に
、
重
要
だ
と
思
う
課
題

や
抱
い
て
い
る
希
望
な
ど
が
あ
っ

た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
、
気

候
変
動
に
伴
う
巨
大
災
害
が
各
地

を
襲
い
、
世
界
全
体
が
大
き
な
転

換
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
労
働
組
合
と
は
全
く

違
う
回
路
か
ら
も
、
社
会
を
変
え

る
力
が
育
ち
、
広
が
っ
て
い
る
の

を
感
じ
ま
す
。
公
共
施
設
の
統
廃

合
や
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
化
、
指
定

管
理
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ 

等
公
務
サ
ー
ビ

ス
の
産
業
化
な
ど
気
が
重
く
な
る

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

新
し
い
時
代
へ
の
転
換
点
に
あ
る

と
い
う
大
局
に
確
信
を
持
ち
な
が

ら
、働
く
人
た
ち
の
権
利
を
守
り
、

住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
自
治

体
づ
く
り
に
地
道
な
努
力
を
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
・
写
真
　
渡
辺
繁
博
）

じ
て
く
れ
ま
し
た
。（
聞
き
手
・

渡
辺
事
務
局
長
）

●
最
初
に
、
県
本
部
活
動
の
現
状

と
特
徴
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。

　

現
在
、
国
の
人
事
院
勧
告
（
８

月
10
日
）、
県
の
人
事
委
員
会
勧

告
（
９
月
９
日
）
を
受
け
て
賃
金
・

労
働
条
件
改
善
の
秋
の
運
動
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
人
事
院

勧
告
は
、
公
務
員
労
働
者
の
労
働

　

今
号
で
訪
問
し
た
自
治
労
連
埼

玉
県
本
部
は
、
埼
玉
自
治
体
問
題

研
究
所
の
設
立
に
あ
た
っ
て
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
た
団
体
で
あ

り
、
私
自
身
が
30
年
前
に
休
職
専

従
の
書
記
長
と
し
て
４
年
間
勤
務

し
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

賃
金
・
労
働
条
件
に
関
す
る
秋

の
運
動
が
始
ま
り
、
業
務
多
忙
な

中
で
し
た
が
、
畔
上
勝
彦
執
行
委

員
長
が
快
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

基
本
権
制
約
（
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の

剥
奪
等
）
の
代
償
措
置
と
し
て
、

官
民
格
差
を
是
正
す
る
制
度
で
す

が
、
近
年
、
政
権
の
思
惑
か
ら
公

務
労
働
者
の
賃
金
労
働
条
件
を
引

き
下
げ
る
役
割
を
強
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、“
人
事
院
勧
告
を
乗
り

越
え
る
”
こ
と
を
運
動
の
目
標
に

し
て
い
ま
す
。
自
治
体
職
場
に
非

正
規
職
員
が
増
え
、
民
間
委
託
や

指
定
管
理
制
度
の
広
が
り
で
、
公

共
的
な
仕
事
を
民
間
労
働
者
が
担

っ
て
い
る
場
合
も
多
い
た
め
、
運

動
と
組
織
の
両
面
で
深
い
知
識
と

政
策
的
力
量
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
市
町
村
長
を
相
手
に
し
た

交
渉
や
運
動
に
加
え
て
株
式
会
社

な
ど
の
営
利
法
人
に
向
け
た
取
り

組
み
も
必
要
に
な
り
ま
す
し
、
組

織
的
に
も
正
規
職
員
、
非
正
規
職

員
、
公
務
・
公
共
業
務
に
従
事
す

る
民
間
労
働
者
ま
で
視
野
に
入
れ

た
組
織
づ
く
り
や
組
織
運
営
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
非
正
規
の
増
加
や
公
務
の
民
間

委
託
な
ど
が
急
速
に
広
が
っ
て
き

た
背
景
は
何
で
す
か
。

　

１
９
８
０
年
代
か
ら
始
ま
っ
た

新
自
由
主
義
的
な
自
治
体
再
編
政

策
は
、
本
来
は
「
住
民
の
福
祉
の

増
進
」
の
た
め
に
存
在
す
る
自
治

体
と
自
治
体
労
働
者
に
、
競
争
と

効
率
、
自
己
責
任
の
理
念
を
深
く

浸
透
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。
医
療
・
介
護
、
子
育
て
・
保

育
な
ど
で
地
域
運
動
を
さ
れ
て

い
る
人
た
ち
が
一
様
に
口
に
す
る

「
市
民
の
声
を
聴
い
て
く
れ
な
い
」

「
お
金
が
無
い
の
一
言
で
、
住
民

要
求
を
切
り
捨
て
る
」「
国
の
政

団
体
会
員
訪
問
記
5

自
治
体
職
員
の
権
利
を
守
り
、住
民
本
位
の
自
治
体
を
目
指
し
て

　

埼
玉
県
下
の
自
治
体
（
県
・
市
町
村
職
員
）
や
自
治
体
関
連
職
場
で
働

く
労
働
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
40
の
単
位
労
働
組
合
の
連
合
体
。
労
働

戦
線
の
再
編
に
伴
っ
て
自
治
労
埼
玉
県
本
部
（
１
９
５
７
年
結
成
）
の
活

動
を
引
き
継
ぎ
、
１
９
８
９
年
自
治
労
連
埼
玉
県
本
部
と
し
て
新
た
に
出

発
。
自
治
体
に
働
く
労
働
者
の
賃
金
・
権
利
の
改
善
と
住
民
本
位
の
民
主

的
自
治
体
づ
く
り
を
目
標
に
活
動
。

自
治
労
連
埼
玉
県
本
部

▲畔上勝彦執行委員長
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特集Ⅰ 公共施設再編政策の問題点

と
が
目
指
さ
れ
、
医
療
費
対
策
に
お

い
て
も
健
康
長
寿
が
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
県
下
自
治
体
に
多
く
見
ら

れ
る
高
度
成
長
と
急
激
な
都
市
化
に

よ
っ
て
急
速
に
人
口
が
増
加
し
た
都

市
は
、
歴
史
の
あ
る
地
方
都
市
と
比

べ
て
も
と
も
と
公
共
施
設
が
少
な
い

現
状
に
あ
り
、
公
共
施
設
政
策
の
基

本
は
、
人
口
減
少
下
で
も
削
減
・
統

廃
合
で
な
く
、
現
状
の
公
共
施
設
を

維
持
し
つ
つ
、
用
途
変
更
や
多
機
能

化
を
通
じ
て
「
行
き
届
い
た
教
育
」

や
「
高
齢
化
対
応
や
子
育
て
環
境
充

実
の
た
め
の
地
域
の
交
流
、
学
習
、

自
己
実
現
の
場
、
地
域
の
多
様
な
居

場
所
の
整
備
」
に
住
民
の
英
知
を
集

め
て
取
り
組
む
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

地
域
特
性
を
無
視
し
た
、
コ
ス
ト

論
に
よ
る
画
一
的
な
公
共
施
設
削
減

政
策
は
、
人
口
減
少
を
理
由
に
さ
ら

な
る
人
口
減
少
、
地
域
衰
退
を
も
た

ら
す
も
の
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。

■
人
口
の
過
小
見
積
も
り
と
、

更
新
費
用
の
過
大
見
積
も
り

　

多
く
の
自
治
体
の
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
が
、
人
口
推
計
は
、
自

治
体
消
滅
論
の
根
拠
に
な
っ
た
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
数

値
を
使
い
、
こ
の
推
計
の
よ
う
に
な

ら
な
い
た
め
の
総
合
対
策
と
し
て
策

定
し
た
自
治
体
版
地
方
創
生
戦
略
や

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
計
を
使
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
、
人

口
を
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
自
治
体

自
ら
策
定
し
た
計
画
を
無
視
し
た
公

共
施
設
削
減
計
画
で
は
地
域
再
生
の

希
望
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
建
物
の
耐
用
年
数
を
60
年

程
度
に
抑
え
、
更
新
費
用
も
公
共
施

設
を
現
在
の
同
じ
規
模
で
建
て
替
え

た
場
合
の
費
用
計
算
を
し
て
い
ま

す
。
人
口
を
過
少
に
見
積
も
り
、
更

新
費
用
を
２
重
に
高
く
見
積
も
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
大
変
だ
、
大
変
だ
。

統
廃
合
し
な
い
と
財
政
が
パ
ン
ク
す

る
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
ク
ド
ク
ト
リ
ン

を
利
か
し
て
い
る
の
で
す
。

　

青
森
県
弘
前
市
庁
舎
は
築
50
年
を

迎
え
た
２
０
０
８
年
に
１
０
０
年
庁

舎
を
実
現
す
る
た
め
の
長
寿
命
化
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
費
用

は
新
築
で
建
て
替
え
た
場
合
の
60

％
の
費
用
し
か
か
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
新
宿
区
立
四
谷
第
５
小
学

校
（
築
72
年
）
を
買
っ
た
吉
本
興
業

東
京
本
部
が
行
っ
た
長
寿
命
化
工
事

は
、
新
築
費
用
の
55
％
の
費
用
で
し

た
。（
い
ず
れ
も
東
洋
大
学
客
員
教

授　

天
神
良
久
氏
の
「
公
共
施
設
庁

寿
命
化
施
策
の
事
例
調
査
並
び
に
Ｖ

Ｆ
Ｍ
の
基
礎
研
究
」
こ
の
研
究
で
11

の
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
工
事
費
用

は
、
新
築
建
て
替
え
費
用
の
34
％
か

ら
72
％
、
平
均
56
・
２
％
で
あ
っ
た
）

日
本
建
築
学
会
の
建
築
工
事
標
準
仕

様
書
に
あ
る
よ
う
に
、
供
用
限
界
期

間
１
０
０
年
に
近
づ
け
て
い
く
こ
と

は
長
寿
命
化
工
事
に
よ
っ
て
可
能
で

あ
り
、
新
築
よ
り
は
る
か
に
安
い
費

用
で
、
20
年
か
ら
40
年
更
新
年
数
を

伸
ば
す
こ
と
が
で
き
１
年
間
あ
た
り

の
公
共
施
設
費
用
は
大
幅
に
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
国
土
交
通

省
も
、都
市
基
盤
施
設（
道
路
、橋
梁
、

橋
、
水
道
、
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
）
は
、
予
防
保
全
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
維
持

管
理
・
更
新
費
用
を
半
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
「
イ
ン
フ
ラ
長
寿

命
化
計
画
・
第
２
次
計
画
」
で
明
確

に
し
て
い
ま
す
。

■
県
下
で
広
が
る
学
校
統
廃
合

問
題
～
東
洋
大
学
Ｐ
Ｐ
Ｐ
研

究
セ
ン
タ
ー
の
関
与
に
よ
る

Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
包
括
民
間
委
託
な

ど
自
治
体
民
営
化
・
産
業
化

政
策
と
の
一
体
化

　

埼
玉
県
は
、
２
０
１
３
年
、
上
田

知
事
時
代
に
「
市
町
村
公
共
施
設
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
会
議
」

を
設
置
し
、「
市
町
村
の
公
共
施
設

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
、

長
期
的
な
財
政
負
担
の
削
減
を
図
る

…
」
と
し
て
市
町
村
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
主
管
課
長
と
東
洋
大
学
Ｐ

Ｐ
Ｐ
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
根
本
祐
二

氏
）
を
委
員
と
し
て
毎
年
、
精
力
的

な
研
修
、
会
議
、
実
践
検
討
会
を
行

■
公
共
施
設
の
役
割
を
無
視
し

た
、
コ
ス
ト
論
中
心
の
公
共

施
設
再
編
計
画
～
人
口
減
と

地
域
衰
退
を
促
進
す
る
こ
と

に
な
る

　

そ
れ
ぞ
れ
の
公
共
施
設
は
、
法
律

や
条
例
で
そ
の
設
置
目
的
や
役
割
を

定
め
、
多
く
が
「
住
民
の
福
祉
を
増

進
す
る
目
的
を
も
っ
て
そ
の
利
用
に

供
す
る
た
め
の
施
設
」（
地
方
自
治

法
第
２
４
４
条
「
公
の
施
設
」）
と

し
て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
面
積
と
費

用
だ
け
を
根
拠
に
し
た
廃
止
・
統
廃

合
は
で
き
な
い
と
考
え
る
べ
き
で

す
。
公
共
施
設
の
維
持
・
管
理
・
更

新
の
総
合
部
署
を
設
置
す
る
と
い
う

国
の
指
示
に
よ
っ
て
、
個
々
の
公
共

施
設
の
役
割
や
法
的
位
置
づ
け
な
ど

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
担
当
部

署
の
意
見
が
無
視
さ
れ
、
人
口
、
面

積
、
コ
ス
ト
だ
け
の
画
一
的
検
討
で

計
画
が
推
進
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
表

れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
特
性
や
主
権

者
で
あ
り
納
税
者
で
あ
り
公
共
施
設

の
利
用
者
で
あ
る
住
民
の
意
見
、
生

　

埼
玉
県
下
自
治
体
で
は
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
具
体
化
と
し

て
小
中
学
校
の
統
廃
合
問
題
が
大
き

な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
現
時
点
で
明
ら
か
と
な
っ
て

い
る
公
共
施
設
再
編
問
題
の
特
徴
と

問
題
点
、
対
抗
の
視
点
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

活
や
権
利
が
軽
視
さ
れ
、
国
の
意
向

に
沿
っ
た
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

や
、
総
務
省
の
政
策
の
具
体
化
を
旨

と
す
る
研
究
機
関
に
依
存
し
た
「
自

治
」
な
き
計
画
の
推
進
は
、
自
治
体

衰
退
に
道
を
開
く
も
の
に
な
り
ま

す
。

■
社
会
の
動
き
、
時
代
の
要
請

に
逆
行
す
る
政
策

　

小
中
学
校
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

文
科
省
が
35
人
学
級
に
踏
み
出
し
、

30
人
学
級
に
も
言
及
、
東
京
都
で
は

20
人
学
級
も
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
対
応
で
は
、
地
域
の
支

え
合
い
の
強
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の

再
生
が
大
き
な
課
題
と
な
り
孤
立
す

る
高
齢
者
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
が
多

発
す
る
下
で
、
避
難
所
の
整
備
が
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
お
り
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
と
人
権
を
配
慮
し
た
一
人
当
た

り
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
、
段
ボ
ー
ル
ベ

ッ
ド
や
ト
イ
レ
、
入
浴
・
シ
ャ
ワ
ー

施
設
の
整
備
、
温
か
い
食
事
の
提
供

な
ど
国
際
的
な
水
準
に
近
づ
け
る
こ

公
共
施
設
再
編
政
策
の
問
題
点

公
共
施
設
再
編
政
策
の
問
題
点
と

対
抗
の
視
点

事
務
局
長
　
渡
辺
　
繁
博
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っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
推
進
会
議
に

は
、
２
０
２
０
年
度
で
17
市
４
町
が

委
員
と
し
て
参
加
し
、
13
市
３
町
が

傍
聴
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
会

議
内
容
に
は
、
根
岸
氏
に
よ
る
「
Ｐ

Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
や
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

拠
点
設
定
に
つ
い
て
～
学
校
統
廃
合

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
試
算

と
地
域
経
営
へ
の
示
唆
～
」
と
い
っ

た
総
務
省
方
針
に
沿
っ
た
講
演
や
、

日
本
経
済
研
究
所
や
有
限
監
査
法
人

ト
ー
マ
ツ
の
担
当
者
に
よ
る
助
言

（「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
は
学
校
だ
け
で

は
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
が
出
に
く
い
た

め
、
子
育
て
関
連
施
設
・
公
民
館
・

地
域
開
放
施
設
等
と
複
合
化
す
る
こ

と
や
複
数
の
学
校
を
ま
と
め
て
発
注

す
る
こ
と
で
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
働

か
せ
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
」「"
多

く
の
施
設
で
長
寿
命
化
を
実
施
す

る
"
な
ど
の
、
実
現
で
き
な
い
よ
う

な
事
項
は
の
せ
る
べ
き
で
は
な
い
」

「
論
点
の
設
定
が
重
要
。
集
約
化
す

る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
集
約
化
し

た
後
に
ど
の
よ
う
に
し
た
い
か
を
論

点
に
し
た
方
が
よ
い
。"
統
廃
合
に

つ
い
て
は
行
政
が
判
断
す
る
が
、
集

約
化
し
た
施
設
を
ど
ん
な
施
設
に
し

た
い
か
"
と
い
う
提
起
の
方
が
建
設

的
」）
な
ど
が
細
か
く
行
わ
れ
て
お

り
、
総
務
省
方
針
に
沿
っ
て
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
自
治
体
民
営

化
・
産
業
化
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

し
よ
う
と
い
う
意
図
が
明
確
に
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
学
校
統
廃
合
を
中

心
テ
ー
マ
に
推
進
会
議
が
行
わ
れ
て

お
り
、
こ
の
会
議
で
助
言
者
的
な
役

割
を
持
っ
た
東
洋
大
学
Ｐ
Ｐ
Ｐ
研
究

セ
ン
タ
ー
の
関
係
者
や
、
日
本
経
済

研
究
所
や
有
限
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ

な
ど
大
手
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
が
市
町
村
の
計
画
策
定
や
住
民
対

応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い
て
関
与

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

上
尾
市
で
は
、
学
校
施
設
更
新
計

画
基
本
方
針
策
定
支
援
業
務
を
八
千

代
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
大
手

建
築
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
委
託

し
て
い
ま
す
が
、
仕
様
書
に
は
、
委

託
内
容
と
し
て
①
学
校
施
設
の
状
況

把
握
、
②
学
校
施
設
の
在
り
方
、
③

学
校
更
新
計
画
基
本
方
針
案
の
策

定
、
④
庁
内
会
議
の
運
営
及
び
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
懇
話
会
へ
の
出

席
・
運
営
支
援
、
な
ど
民
間
丸
投
げ

の
計
画
策
定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

庁
内
会
議
等
の
運
営
ま
で
民
間
任
せ

と
い
う
驚
く
べ
き
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

■
公
共
施
設
は
、
住
民
の
交
流

と
社
会
参
加
、
地
域
連
帯
、

健
康
長
寿
に
寄
与
し
、
地
域

の
活
性
化
と
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
の
基
礎
に
な
る
。
社

会
参
加
、
教
養
文
化
の
場
や

学
校
が
な
く
な
っ
た
地
域
に

人
は
住
ま
な
い
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
公
共
施
設
政
策

は
、
住
民
の
暮
ら
し
や
権
利
、
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
な
ど
に
直
結
す
る

重
要
課
題
で
あ
り
、
自
治
の
力
を
発

揮
し
地
域
特
性
に
沿
っ
た
我
が
町
の

顔
を
し
た
政
策
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
包

括
民
間
委
託
な
ど
自
治
体
民
営
化
・

産
業
化
の
ツ
ー
ル
に
も
な
っ
て
い
る

公
共
施
設
・
学
校
の
再
編
・
統
廃
合

問
題
。
高
齢
化
社
会
の
進
展
、
気
候

変
動
に
伴
う
巨
大
災
害
の
多
発
、
新

型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
危
機
な
ど
の

社
会
状
況
の
下
で
、
主
権
者
と
し
て

の
住
民
が
ど
ん
な
ま
ち
を
望
む
の

か
、
ど
ん
な
施
設
が
配
置
さ
れ
た
地

域
に
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
こ

と
、
自
治
体
職
員
や
議
員
が
、
住
民

の
代
表
と
し
て
住
民
の
多
様
な
民
意

を
く
み
上
げ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
知
恵
と
努
力
を
傾
け

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準
拠
し
た
画
一
的

な
民
間
企
業
の
理
念
に
よ
る
公
共
施

設
政
策
で
な
く
、
自
治
の
機
能
を
発

揮
し
た
公
共
施
設
政
策
が
必
要
で

す
。

政
府
は
昨
年
10
月
に
２
０
５
０

年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
ゼ
ロ
に

す
る
と
よ
う
や
く
宣
言
し
ま
し
た
。

再
エ
ネ
と
省
エ
ネ
で
目
標
達
成
を
目

指
し
ま
す
。
経
産
省
は
今
年
７
月
に

太
陽
光
発
電
が
発
電
コ
ス
ト
で
は
最

安
に
な
る
と
示
し
ま
し
た
。
一
方
、

太
陽
光
の
大
規
模
発
電
に
よ
る
斜
面

や
森
林
の
破
壊
な
ど
災
害
、
環
境
破

壊
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ス

ト
安
で
現
実
的
と
な
っ
た
太
陽
光
発

電
を
ど
う
普
及
し
た
ら
い
い
の
か
、

加
須
市
内
で
始
ま
っ
た
ソ
ー
ラ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
を
取
材
し
ま
し
た
。
自

宅
の
田
ん
ぼ
に
も
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
を
設
置
し
た
、
農
事
組
合
法

人
「
埼
玉
産
直
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
専

務
理
事
の
松
本
愼
一
さ
ん
を
訪
問

し
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
設
置
の
条
件
に
食
糧
自
給

率
も
守
り
な
が
ら
同
時
に
農
地
の
上

で
稼
ぐ
た
め
に
は
、「
太
陽
光
発
電

を
行
っ
て
も
農
作
物
が
８
割
収
穫
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
転

用
の
た
め
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
だ
い
た
い
ク
リ
ア
で

き
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
本
題
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。

■
安
く
な
っ
た
太
陽
光
発
電
設

備
と
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度

　

松
本
さ
ん
の
お
宅
に
は
納
屋
の
屋

根
に
太
陽
光
発
電
が
あ
り
ま
す
。
最

初
は
３
・
11
以
後
に
設
置
し
、
容
量

は
15
ｋ
ｗ
で
、
設
備
費
に
６
０
０
万

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェア
リ
ン
グ
の
検
証
と
希
望

~
両
立
す
る
農
業
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産

研
究
所
副
理
事
長
　
木
村
芳
裕

円
く
ら
い
か
か
っ
た
。
当
時
は
買
取

価
格
も
高
か
っ
た
の
で
現
在
も
年
間

70
万
円
く
ら
い
売
電
収
入
が
あ
り
、

う
ち
半
分
が
経
費
と
な
っ
て
い
る
。

　

松
本
宅
の
第
２
市
民
発
電
所
は
容

量
80
ｋ
ｗ
な
の
に
、
設
備
費
は
１
６

０
０
万
円
で
、
ｋ
ｗ
当
た
り
の
単
価

は
半
分
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
代
わ
り
売
電
価
格
も
約
20
円
、
半

分
に
な
っ
た
。
毎
年
の
よ
う
に
買
取

価
格
は
下
が
り
、
今
は
13
円
く
ら
い

に
な
っ
て
い
る
。
20
年
後
に
は
９
円

に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
面
積
を

広
く
要
す
る
が
、
設
備
が
安
く
な
る

の
で
利
益
率
は
変
わ
ら
な
い
。

■
設
備
は
進
歩
し
て
い
る

10
年
前
の
、
納
屋
に
つ
い
て
い
る

太
陽
光
は
、
曇
っ
て
い
る
日
は
全
然

働
か
な
い
。

  

昨
年
９
月
か
ら
稼
働
し
た
事
務

所
横
の
約
50
ｋ
ｗ
の
第
１
市
民
発
電

所
は
去
年
の
９
月
か
ら
、
松
本
宅
に

あ
る
80
ｋ
ｗ
第
２
発
電
所
は
今
年
４

月
か
ら
発
電
し
て
い
る
。両
方
と
も
、
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期
間
が
終
わ
っ
た
ら
自
由
で
す
。
東

電
に
売
ら
な
く
て
も
、
ほ
か
の
電
力

会
社
に
売
る
こ
と
も
で
き
る
。
う
ち

は
「
彩
の
国
電
力
」
に
売
ろ
う
と
思

っ
て
い
る
。

■
設
置
に
あ
た
っ
て
の
２
つ
の

課
題　

会
社
と
個
人
・
私
の

家
を
や
っ
て
み
て

　

一
つ
は
農
地
特
別
転
用
措
置
で

す
。
農
業
委
員
会
の
許
可
を
と
る
の

に
手
続
き
上
に
煩
雑
で
複
雑
で
問
題

が
あ
る
。
松
本
さ
ん
は
一
人
で
や
っ

た
が
、
普
通
、
行
政
書
士
で
な
い
と

で
き
な
い
。

　

ま
た
、
東
電
と
の
経
産
省
と
の
Ｆ

Ｉ
Ｔ
価
格
の
事
前
の
権
利
取
得
は
、

枠
が
あ
る
と
か
、
期
限
が
決
め
ら
れ

て
い
る
と
か
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま

す
。

　

２
つ
目
は
莫
大
な
初
期
投
資
で

す
。
80
ｋ
ｗ
の
規
模
で
、
最
低
で
も

１
６
０
０
～
１
７
０
０
万
円
か
か

る
。
ま
た
、
20
年
先
見
な
い
と
で
き

な
い
。
そ
こ
に
は
勇
気
が
い
る
。

■
国
は
再
エ
ネ
発
電
に
本
気
の

予
算
を

　

お
金
の
融
資
を
含
め
た
制
度
が
な

い
。
国
が
原
子
力
政
策
に
軸
足
を
置

か
な
い
で
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
世
界
の

流
れ
の
方
に
、
本
気
に
な
っ
て
動
き

出
そ
う
と
い
う
つ
も
り
な
ら
、
だ
れ

に
も
迷
惑
を
か
け
な
い
、
し
か
も
、

太
陽
光
に
ふ
さ
わ
し
い
面
積
を
た
く

さ
ん
持
っ
て
い
る
の
は
農
家
し
か
い

な
い
。

　

農
家
は
後
継
者
が
不
足
し
て
困
っ

て
い
る
。
そ
れ
を
解
消
す
る
の
は
、

や
は
り
、
私
た
ち
の
運
動
で
で
き
た

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
を
維
持
、

改
善
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

国
は
融
資
を
ち
ゃ
ん
と
保
証
す
る
と

か
、
低
利
で
貸
し
出
し
の
方
針
を
出

す
こ
と
。
農
協
信
金
も
あ
る
。
そ
う

す
れ
ば
、
農
家
も
安
心
で
き
る
。

■
化
石
燃
料
か
ら
再
エ
ネ
へ
転

換
し
、
経
済
の
国
内
循
環
を

　

日
本
は
化
石
燃
料
と
し
て
海
外
か

ら
輸
入
し
て
い
る
。
石
油
・
石
炭
・

天
然
ガ
ス
・
ウ
ラ
ン
鉱
石
の
輸
入

額
は
約
20
兆
円
。
原
発
が
今
、
日
本

に
50
基
く
ら
い
あ
る
。
農
地
の
１
％

を
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
す
れ

ば
、
50
基
分
に
相
当
す
る
電
力
を
賄

う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
可
能
性

は
高
い
。

　

今
、
農
家
の
粗
生
産
額
は
７
兆
円

と
言
わ
れ
て
い
る
。
売
電
で
農
家
の

収
入
が
増
え
た
ら
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
。
中
小
商
店
も
元
気

に
な
る
。
そ
う
い
う
時
代
に
な
る
可

能
性
が
大
い
に
あ
る
。

　

と
に
か
く
無
駄
に
20
兆
円
払
っ
て

い
る
そ
の
一
部
だ
け
で
も
、
し
か
も

農
村
に
回
っ
た
ら
大
変
な
、
革
命
的

な
こ
と
が
起
こ
る
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
通
り
の
発
電
を

し
て
い
る
が
、
同
じ
雨
で
も
発
電
量

が
違
う
。
第
２
発
電
所
は
朝
か
ら
雨

が
降
っ
て
い
て
も
10
％
～
20
％
発
電

し
、
倍
以
上
稼
い
で
い
る
。
同
じ
中

国
製
だ
が
メ
ー
カ
ー
が
違
う
。
性
能

が
上
が
っ
て
い
る
と
思
う
。
発
電
能

力
は
20
年
後
に
は
、
５
％
く
ら
い
は

落
ち
る
か
な
と
い
う
水
準
で
す
。

■
防
災
対
策

　

建
物
構
造
は
、
パ
ネ
ル
の
間
が
空

い
て
い
る
の
で
、
風
が
逃
げ
て
風
速

70
ま
で
耐
え
ら
れ
る
。
壊
れ
た
場
合

も
保
険
に
入
っ
て
い
る
の
で
損
は
し

な
い
。
保
険
は
、
盗
難
で
も
適
用
さ

れ
、
発
電
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
時
点
か

ら
発
電
予
定
分
が
清
算
さ
れ
る
。

　

 

花
粉
と
黄
砂
と
か
の
パ
ネ
ル
へ

の
影
響
は
な
い
。
雨
が
降
る
か
ら
き

れ
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
パ
ネ
ル
が
普
通
の
よ
り
も
小
さ

く
、
傾
斜
が
あ
る
の
で
、
雪
が
降
っ

て
も
つ
ぶ
れ
た
り
は
し
な
い
。

　

し
か
も
、
農
地
な
の
で
熱
海
の
よ

う
な
土
砂
災
害
の
危
険
も
な
い
。
高

い
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
の
で
光
の
反

射
な
ど
の
環
境
上
の
影
響
も
な
い

■
設
備
の
構
造
・
苗
の
植
え
方

や
り
な
が
ら
改
善
し
て
い
く

　

高
さ
３
・
５
ｍ
で
ア
ル
ミ
製
の
骨

材
だ
が
、
鉄
骨
と
そ
ん
な
に
値
段
は

変
わ
ら
な
い
。
夏
の
暑
い
と
き
は
周

り
と
５
～
６
度
違
う
。
５
条
狩
り
の

コ
ン
バ
イ
ン
で
や
る
と
、
曲
が
る
と

き
に
柱
の
上
部
の
筋
交
い
が
邪
魔
に

な
る
。
ま
た
、
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
と
き

に
は
外
で
回
れ
る
よ
う
に
ス
ペ
ー
ス

が
必
要
な
ど
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

　

稲
が
終
わ
っ
た
ら
イ
チ
ゴ
も
で
き

る
の
で
は
と
い
う
人
も
い
る
が
、
兼

業
な
の
で
ち
ょ
っ
と
無
理
で
す
。

■
稲
の
出
来
具
合

　

収
量
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
思

う
。
今
年
は
日
陰
で
背
が
伸
び
過
ぎ

て
田
ん
ぼ
の
あ
ち
こ
ち
で
倒
伏
し

た
。
水
の
入
れ
方
、
肥
料
の
入
れ
方

な
ど
、
一
年
目
な
の
で
反
省
す
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。

■
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
実
証

し
て
い
る

　

発
電
は
３
反
く
ら
い
や
ら
な
い
と

経
営
で
自
立
し
て
い
け
る
よ
う
に
は

な
ら
な
い
。
こ
の
２
号
機
で
、
は
、

大
体
、
年
間
で
２
０
０
万
円
稼
い
で

１
０
０
万
円
は
利
益
で
す
。
50
％
の

利
益
率
と
い
う
の
は
他
に
は
な
い
。

設
置
面
積
を
増
や
す
と
利
益
は
増
え

る
。

　

日
本
の
農
家
の
８
割
は
兼
業
農
家

な
の
で
、
そ
の
人
た
ち
が
農
地
を
守

ら
れ
な
け
れ
ば
日
本
の
農
業
の
自
給

率
は
守
れ
な
い
。
そ
こ
を
考
え
る
と

松
本
さ
ん
た
ち
の
取
り
組
み
は
半
農

半
電
で
生
き
て
い
け
る
よ
、
日
本
の

農
家
も
や
っ
て
い
け
る
よ
、
と
い
う

た
め
の
実
証
と
し
て
貴
重
で
す
。

　

今
、
兼
業
農
家
で
も
１
町
５
反
く

ら
い
持
っ
て
い
る
の
で
そ
の
う
ち
、

場
所
の
い
い
、
よ
そ
に
迷
惑
を
か
け

な
い
と
こ
ろ
を
３
反
く
ら
い
、
探
し

て
作
っ
た
ら
と
い
う
の
は
現
実
的
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
立
ち
遅
れ
た
日
本
の
技
術

　

大
体
世
界
の
７
～
８
割
が
中
国

製
。
残
り
が
ド
イ
ツ
と
韓
国
。
も
と

も
と
は
40
年
前
、
日
本
の
シ
ャ
ー
プ

が
や
っ
て
い
た
、
世
界
一
だ
っ
た
。

日
本
の
政
府
が
、
舵
を
原
発
に
切
ら

な
け
れ
ば
、
今
ご
ろ
は
世
界
で
も
上

位
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
日

本
の
発
電
の
遅
れ
は
政
治
の
責
任
で

す
。

■
設
置
業
者
と
資
金
調
達

　

工
事
は
「
彩
の
国
電
力
」
の
紹
介

に
頼
ん
だ
。
補
助
は
ど
こ
か
ら
も
も

ら
っ
て
い
な
い
。

　

市
民
発
電
と
し
て
い
る
よ
う
に
、

資
金
は
個
人
一
人
で
は
出
さ
な
い

で
、
１
／
３
は
団
体
・
個
人
で
出
し

て
く
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
利
子
は

払
う
。
会
社
も
私
も
、
資
金
提
供
の

方
に
順
調
に
返
し
て
い
る
。

　

設
備
は
25
年
間
保
証
で
す
。
買
取

耕地の1%をソーラーシェアリングに利用する
2020 年度の耕地面積 437 万 2,000ha（農水省）

その 1% 43,720 ha

設置面積を一か所 3000 ㎡とすると

設置か所総数 145,733 か所

一か所当たりの設置価格 1700 万円

総設置のための予算 2.48 兆円

総売電収入＝売電価格（11 円／ kwh として）の 50%

1 か所当たりの年間売電額 200 万円

売電利益：売電額の半分 100 万円

耕地面積（総面積 1%）の売電利益 1,457 億円

20 年間の総売電利益 2.91 兆円

※ CO2 を出さない。原発の 50 基分に相当
※国は融資の予算なので国に戻ってくる
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議会活動情報コーナー

　

先
号
ま
で
、「
議
会
改
革
」
の
全

国
的
な
広
が
り
、
議
会
広
報
と
の

相
関
を
見
て
き
ま
し
た
。
今
号
か

ら
、「
議
会
改
革
＆
議
会
広
報
」
の

実
例
を
見
て
い
き
ま
す
。
そ
の
ト
ッ

プ
は
、
２
０
１
９
年
度
全
国
町
村
議

会
議
長
会
か
ら
、「
改
革
先
進
議
会
」

の
表
彰
を
受
け
た
山
形
県
川
西
町
議

会
を
取
り
上
げ
ま
す
。
な
お
、
同
議

会
は
全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
、「
11
年
連
続
ト
ッ
プ
10
入
り
」

継
続
中
で
も
あ
り
ま
す
。

　

川
西
町
議
会
は
２
０
１
３
（
平
成

25
）
年
に
、
議
会
・
議
員
の
活
動
原

則
な
ど
を
定
め
る
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
、
以
降
、
積
極
的
な
改
革
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。そ
の
柱
が
、

毎
年
意
見
交
換
会
な
ど
で
「
町
民
参

加
の
拡
大
」
を
図
り
、
議
員
同
士
の

闊
達
な
討
論
を
加
え
、「
政
策
提
言
」

を
行
い
、
１
年
後
に
提
案
内
容
の
検

証
を
行
う
活
動
で
す
。（
資
料
①「
政

策
提
言
検
証
の
流
れ
（
令
和
元
年

度
）」
を
参
照
）

　

政
策
提
言
か
ら
検
証
は
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
お
お
よ

そ
以
下
の
流
れ
で
す
。

①
住
民
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催
―

今
年
（
令
和
３
）
は
、
８
月
中
旬
４

つ
の
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
意
見
交

換
の
今
年
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
は
、
①

中
心
市
街
地
活
性

化
と
市
庁
舎
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、

②
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
生
活
環
境
に

つ
い
て
、
を
設
定

し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。各
会
場
で
は
、

住
民
か
ら
の
積

極
的
な
要
望
、
意

見
が
出
さ
れ
、
質

疑
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

②
問
題
整
理
・
発
見
か
ら
分
析
・
討

論
な
ど
―
意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た

意
見
・
要
望
は
、
議
会
広
聴
広
報

　

常
任
委
員
会
で
、「
問
題
整
理
」

と
政
策
課
題
「
発
見
」
の
作
業
、
政

策
分
野
ご
と
各
常
任
委
員
会
で
「
分

析
・
討
論
」
に
ま
わ
さ
れ
ま
す
。
続

い
て
全
員
協
議
会
の
「
提
言
立
案
」

等
の
段
階
を
ふ
み
、「
提
言
」
を
成

文
化
さ
れ
ま
す
。

③
長
に
「
政
策
提
言
」、
回
答
、
執

行
へ
―
成
文
化
さ
れ
た「
政
策
提
案
」

は
、
担
当
委
員
会
な
ど
「
提
言
事
項

の
精
査
」
を
経
て
、
町
長
出
席
の
も

と
「
政
策
提
案
会
議
」
を
開
催
（
町

民
傍
聴
も
あ
る
）、「
提
言
書
」
提

出
と
な
り
ま
す
（
毎
年
10
月
下
旬
）。

令
和
元
年
度
で
は
、「
提
言
１　

庁

舎
跡
地
利
用
の
具
体
策
を
示
せ
」で
、

「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
早
急
に
示

す
こ
と
」
な
ど
３
項
目
、「
提
言
２

　

生
活
交
通
手
段
の
充
実
を
図
れ
」

「住民参加で町を変える」
山形・川西町議会の政策サイクル

芳野政明（研究所理事・議会広報アドバイザー）

シリーズ　議会広報から見える各地の議会改革 ④で
は
、「
デ
マ
ン
ド
交
通
の
充
実
を

図
る
こ
と
」
な
ど
２
項
目
…
と
、「
提

言
４
」
ま
で
計
８
項
目
の
「
提
言
」

で
し
た
。
そ
の
「
政
策
提
言
」
か
ら

１
か
月
後
に
、
町
長
か
ら
そ
の
時
点

に
お
け
る
取
り
組
み
報
告
や
予
算
化

の
方
向
性
、
次
の
総
合
計
画
の
課
題

と
す
る
旨
の
「
回
答
」
が
あ
り
ま
す
。

④
１
年
後
に
政
策
検
証
評
価
報
告
書

―
当
局
の
「
回
答
」
の
線
に
沿
っ
た

提
言
の
「
執
行
」
を
経
て
、
議
会
は

１
年
後
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
て

い
る「
政
策
検
証
評
価
の
基
準
」（
資

料
②
）
に
も
と
づ
き
、
提
言
の
項
目

ご
と
、
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
の
５
段
階
評

価
で
判
定
さ
れ
ま
す
。そ
の
結
果
は
、

「
議
会
だ
よ
り
」（
令
和
３
年
４
月
15

日
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
、
提
案
項
目

ご
と
「
回
答
・
検
証
評
価
」
に
つ
い

て
の
記
述
が
あ
り
、共
有
さ
れ
ま
す
。

報
告
記
事
の
見
出
し
は
、「
議
員
全

員
で
政
策
を
検
証　

厳
し
い
評
価
」

で
し
た
。「
令
和
元
年
度
検
証
評
価

報
告
書
」
を
町
長
に
提
出
、
通
算
７

回
目
の
「
政
策
サ
イ
ク
ル
」
は
一
巡

で
す
。

　

次
回
８
回
目
の「
政
策
提
言
」

は
２
０
２
０
年
10
月
に
提
出
さ

れ
、
11
月
に
回
答
が
あ
り
、
現

在
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
９
回
目
の
政
策
提
言
の
起
点

と
な
る
「
住
民
と
の
意
見
交
換

会
」
は
、
さ
る
８
月
に
行
な
わ

れ
、
政
策
提
言
に
向
け
て
の
分

析
・
討
論
な
ど
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

も
じ
ど
お
り
「
町
民
参
画
で

町
を
変
え
る
」
取
り
組
み
で
あ

り
、
議
会
の
提
案
機
能
と
監
視

機
能
の
発
揮
が
あ
り
、
住
民
に

見
え
る
活
動
が
継
続
さ
れ
て
い

ま
す
。

〈資料①〉政策提言検証の流れ（令和元年度）
令和元年 8 ／ 21・23 意見交換会
 ⇩
 問題整理・発見
 ⇩ （広聴広報常任委員会）
 分析・討論
 ⇩ （各常任委員会）
	 提言立案・討論
 ⇩ （全員協議会）
令和元年 10 ／ 24 政策提言 （議会から長へ）
 ⇩
令和元年 11 ／ 26 回答	 （長から議会へ）
 ⇩ （執行期間）
令和 3 年 1 ／ 31 政策検証・評価 （長・住民と共有）
 ⇩ 次の政策提言準備

資料②　　政策検証評価の基準（達成段階）
Ａ　必要な取り組みを着実に実施、その結果、
　　目標達成ないしほぼ達成
Ｂ　必要な取り組みを着実に実施、その結果、
　　達成にむけて具体的成果が見られる
Ｃ　必要な取り組みをおおむね実施、その結果、
　　一定の成果が見られ始めている
Ｄ　必要な取り組みに着手しているものの、目標
　　達成までには、なお課題が残されている
Ｅ　取り組みに向けた検討に着手、目標達成に
　　向けた具体的展開が今後の課題である

　

２
０
１
６
年

３
月
に
宮
代
町

は
、
小
中
学
校

の
適
正
配
置
と

称
す
る
、
小
学
校
４
校
を
３
校
に
、

中
学
校
３
校
を
１
校
に
統
廃
合
す
る

計
画
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
将
来
見

込
ま
れ
る
「
児
童
生
徒
数
の
減
少
」

と
「
学
校
施
設
の
老
朽
化
」
に
対
応

す
る
た
め
と
い
う
の
が
理
由
で
す
。

　

実
は
、
宮
代
町
は
６
年
前
か
ら
東

洋
大
学
Ｐ
Ｐ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
に
自
治
体

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
や
っ
て
い
る

部
門
が
あ
り
、
共
同
し
て
公
共
施
設

の
見
直
し
の
調
査
研
究
を
し
て
い
た

先
進
自
治
体
で
し
た
。
そ
こ
で
は
、

今
後
、
公
共
施
設
だ
け
で
な
く
イ
ン

フ
ラ
（
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
上
下
水

道
な
ど
）
で
約
６
５
０
億
円
の
負
担

が
生
じ
る
と
い
う
試
算
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

住
民
か
ら
疑
問
や
反
対
の
声
が
大

き
く
な
り
、
２
０
１
６
年
12
月
町
議

会
に
４
０
３
２
名
を
超
え
る
「
小
中

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
慎
重
な
取

り
組
み
を
求
め
る
請
願
」
が
、
賛
成

多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
の
採
択
に
よ
り
統
廃
合
の
論

議
は
、
下
火
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、４
年
前
の
町
長
選
挙
で「
学

校
統
廃
合
を
再
審
議
す
る
」
と
の
公

約
を
掲
げ
た
現
町
長
が
当
選
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
今
年
の
５
月
に
審
議
会

か
ら
「
現
行
の
適
正
配
置
計
画
等
に

掲
げ
ら
れ
た
内
容
は
、妥
当
で
あ
る
」

と
答
申
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
学
校
の
統
廃
合
計
画
を
中
止
す
る

よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

宮
代
町
の
小
中
学
校
の

　
　
　
　

統
廃
合
計
画
の
中
止
を丸

藤
栄
一
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●子供のための保育制度改革
中山　徹（奈良女子大教授）著　1200円＋税
　2015 年に始まった「子ども子育て新制度」
は、質を犠牲にした量の拡大、行政責任の交代
等の問題を引き起こしている。将来見通しでは、
2025 年、保育所利用者は減少に転じる見込み
であるが、ここを保育環境改善のチャンスとし
ていく必要性を説く。

●再生可能エネルギーと環境問題
傘木宏夫（全国研理事）著　1600円＋税

　「脱炭素」「脱原発」を現実のものとするため

には、再生可能エネルギーの普及が不可欠であ
る。しかし、太陽光発電や風力発電の開発には
山間地の森林伐採、景観破壊、災害の誘発など
様々な問題がある。自然緩急との調和と現地の
主体性の在り方を問う。

●社会保障法 
～社会保障の再構築に向けて
伊藤周平（鹿児島大教授）著　3200円＋税
　生活保護、年金、社会手当、医療、労働保険、
社会福祉を憲法から現状の問題点を検証する。
現在の社会保障削減を、生存権侵害という観点
からとらえ社会保障の在り方を追求する。

　朝日新書の「正義の政治経済学」( 水野和
夫・古川元久共著 ) の中にこんな一説があり
ます。「8 年ほど前…『宇宙兄弟』という漫
画が流行っていました。…その中に宇宙飛行
士の養成訓練の話が出てくるのです。彼らは
そこで、非常に過酷な状況に自らを追い込む
訓練を重ねるんです。例えばわざとお互いが
不信感を抱くような状況を作り出したりす
る。どうしてそんな訓練をするかといえば、
宇宙空間の宇宙船は、これ以上ない閉ざされ
た〈閉鎖社会〉だからです。もし何かトラブ
ルが発生しても、他からの助けは一切得られ
ません。助かる道はただ一つ、一緒に乗って
いるクルーで協力して問題を解決するしかな
い。」「だれか一人だけ生き残るということは、
基本的にあり得ませんからね。全員が生き残
るか、あるいは全員が死ぬしかない。」「だか
らこそ、どんなに不信感がある相手でも、そ
れを乗り越えて協力し合う必要がある。そこ
で思い出したんですよ。『宇宙船地球号』と

いう言葉を。宇宙の中で暗闇にぽっかりと浮
いている地球は、いわば巨大な宇宙船のよう
な存在です。その『宇宙船地球号』のクルー
として、私たちは互いに助け合っていかなく
てはならない立場にあるのだという考え方で
す。」…世界各地に巨大な災害をもたらして
いる気候変動の問題や、未開地の開発や永久
凍土の融解によって未知のウイルスが出現し
ている問題などを見るとき、「宇宙船地球号
のクルー」としての自覚を強く持たなければ
と思ったのでした。
　スウエーデンの若き環境活動家、グレタ・
トウンベリを尊敬しています。

※最近読んで興味深く面白かった本
①「現代社会はどこに向かうか」見田宗介著
　岩波新書　②「こんな政権なら乗れる」中
島岳志・保坂展人共著　朝日新書　③「正義
の政治経済学」水野和夫・古川元久共著　朝
日新書

「宇宙船地球号のクルー」としての自覚

◇事務局長独り言◇


